
第1級電気工事施工管理技士　実地試験
対策ノート



問題 2

・ 高圧 活線近接作業

①作業 場所 の 照度 を確保する ため に 、 仮設照明 を

設置 する 。

2 部分 停電 し て いる 作業 対象 電路 は
、
検電器 により

停電 を確認 し て から 作業 を さ せる .

. 酸素欠乏危険場所 で の 作業

の 酸素欠乏危険作業 に従事 する作業員 に は 、 労働者に対して
、 規定 の科目 について の 特別 の教育 を 行う 。

2 労働者 を 入場及び退場 さ せる 時 に は 、 人員 を 点検 し

作業場所 に 作業 員 が残っ て い ない こと を 確認する
。

- クレーン 等 による 揚重

の 作業範囲 を バリケード や カラー コーン を使用 し て

区画 し 、 立入禁止措置 を 行い 、 必要 に応じ て

監視 人 を 配置 し 、 他 の 作業 員 、 立入 を 防止 する 。

2 クレーン操作及び 玉掛け作業 は
、 有 資格者 が 行う こと

を確認 し 、
作業 前 に クレーン の ワイヤー ロープ の 状態

定格荷重 、 市 荇 の 重量 等 を確認する .

. 建設作業 による 掘削作業

l 作業 の 安全 確保 の ため仮設 照明 を設置 し 、 必要 な

照度 を 保持 する 、

2 大雨 や 中 震以上 の 地震 の 後 、 作業 を 開始する 前 に

作業 箇所及びその 内辺 の 地山 に つい て 点検 を 行う 、



・ 資材 の 管理

①不適合 に なっ た 資材 は 、 直ちに 工事 現場外 に 搬出 し

現場 に保管 さ れ て い ない こと を確認 する 、

③現場 に 搬入 さ れ た 資材 の 保管 方法 について 文書化 し

担当 者 に 周知 し
、 その 状況 を チェック リスト により

定期 的 に確 に し て記録 を 残す 。

・ 電線管 の 施工

の 配管 の 施工 場所 に適し た 電線 管 を 使用 し 、

施工 さ れ て いる こと を .
現場において 確認 する 。

で 異なる 太 さ の 電線類 を 同 一 管内 に 収める 場合
電線等 の 断面 積 の 総和 が 、

規定 値 以内 で ある こと

を 計算 で確認 する

- 機器っ 取付け

の 機器取付け 後 の メンテナンス 上 に 支障がない か確認

する 。

2 機器 自体 の 振動 、 騒音 等が 、 構造体等 を 通じ て

他 に影響 を 与え ない よう に 検討 する 。

・ 停電 作業

の 作業 内容 について 十分 に 検討 し 、 作業 時間 に応じ た
作業 人員 の 配置 を 行う 、

2 開路 に 用い た 開閉器 の 施錠及び通電禁止 の 表示 又は
監視 員 を 配置 する 。



問題 3

例年 、
各 工程 の

アロー 形ネットワーク 工程 所要 日数 は 桌 なる
.

A 5 #
1 7

Pt
E

河
さ

> @
L

s .

5
分

6 5
26 で

B 9 G £8 i
j

1 9 3 0

1 s@ に > 8 な go.to6 6
.

1 5 4 5
が5 :his H

> の K

4 4 7
、 1 7

(I)所要 I 期 12 )最早 開始 時刻

A
4

15

> 2 号 > I

4
..
.

8

で「
ぶ 19 v

1
B

> 4
F
,

J
,

L
,

N
,

8 9
6 4

,

5
人 2 6 4 30

G i

C
> ろ けし○ k で M

5 6
5 5 1 5

い) 所要 日数

(2) フリー フロート



問題 4

・ 架空電線路 の 雪害対策

① 直撃 雷 から 架空 電線 路 を 保護 する ため
.

架空 電線 路 の 上部 に 架空 地 線 を 設ける 。

また
、 架空 地線 の 遮へい 角 を 小さく する と

遮へい 効果 が 大きく なる
。

②架空 電線路 に 避雷 装置 を 設置 し
、
雷撃 時 に 発生 する

電圧 を 抑制 する こと が でき 、 事故 を 抑制 する こと が

できる 。

一 トンネル の 入口 部照明

の 明るい 屋外 から 急 に暗い トンネル に 入る と

運転者 の 視覚 の 順応 が 遅れ 走行 上 危険 な ため 、

入口 付近 は 特に 明るく 照明 する
。

② 運転者 の 目 が
、 トンネル 内 の 明る さ に 順応 する まで に

時間 が かかる ため 、
目 の 感度 変化 に応じ て 明る さ を

設定 する
。

- 遮断器 の保護協調

①保護協調 と は 、 ある 系統 ・ 機器 に 故障 が 発生 し た

場合 、 故障 発生 源 を 早期 に 検出 し 切り離す こと により

故障 の 波及 を 防止 する こと で ある 。

③過 負荷保護及び短絡 保護 を 目的 と し た

過 電流保護協調 と 地絡保護 を 目的 と し た 地絡 保護 協訊
が ある

。



・ 自動 火災 報知設備 の 炎 感知 器

の 炎 が発する 紫外線や 赤外線 を 感知 する 素子 を

単独 または 組合せ て使用 し た 火災 感知 器

② 天井 高 さ 20 m 以上 の 場所 や 壁 に 取付 可能 で ある 。

「 接地抵抗 の 低減 方法

① 連結 式 接地棒 による 接地電極 の 深 打ち 工法

メッシュ 状 接地極 の 使用 など が ある 。

②複数 の 接地 電極 の 相互 を 2 m 以上離隔 し て

並列 接続 する 方法 が ある
.

「 コンバインドサイクル 発電

① 2 つ の 異なっ た 作動 流体 を 結合 し た 1 つ の 発電 プラント
で 熱効率 の 向上 を 図っ た発電 方式 で ある 。

② 汽力 発電 に 比べ 、
急速 な 起動停止が 容易 で

即応 性 が 良い .



- 交流無 停電 電源装置

① 無停電 電源装置 は
、 入力 電源 の 停 宅 や 電圧低下 が

あっ て も 、
運転 を 継続 さ せる 重要機器 へ 安定 し た

電力 を 供給する ため の 装置 。

② 常時 インバータ 給電 方式 は 、 整流装置 により 交流 を

直流 に 変換 する とともに 蓄電池 に 充電する
。

直流 は インバータ により 安定 し た 交流 電源 と なる
、

「 スコット 変圧器

① 三 相 交流 を 二 相 交流 に 変換 する スコット 結線 の

巻 線 を 有する 相 変換 変圧器 で ある 。

③ 三 相 電発機 回路 から 電灯 回路 など の 単 相 回路 を

取 出す とき に
、 発電機 に 三 相 不 平衡 が 生じない よう

使用 さ れる 。

.LA N の スイッチング ハブ

① UTP ケーブル を 接続する ボート を 有する スイッチ
機能付 集線機器で あり 、 ネットワーク において

データ の 中継 を 行う 。

②機器 に 関係 ある データ だけ を 送信 する ため 、

ネ、, 1- 7 - 7 全体 の 負荷 が 軽減 し
. セキュリティ が向上 する

、

- 電力 デマンド制御

① 電力 会社 と の 契約 最大 需要 電力 を超過 し ない よう に

行う 受電 電力 の 監視 と 制御 で ある 。

② 受電 電力 量 を 計測 する こと により 、 予測 が準戒線 を

越えた場合
。
警報 を 出し たり 負荷汎整 を 行う 、



・ 燃料電池 ・

① 燃料 に 天然に ガス 、 メタノール を 用い て 水素 ガス を

作り
、 電池 内 に 供給 さ れる 空気 中 の 酸素 と化学 反応

さ せ 電気 を 発生 さ せる
。

② 熱機関 に 比べ
、 発電 効率が 高い 。

' L AN の ファイアウォール

① LAN を インターネット に 接続する 際 に 、

外部 から の 侵入 者 が企業 の 情報 を 盗ん だ り
、
データ

が破壊 さ れる こと を 防止 する システム 、

② 外部 ネットワーク と LAN の 境界 でデータ 監視 し
、

不正 な アクセス を検出 、 遮断する 機能 を もっ た もの .

. 絶縁耐力 試験

の 高圧 又は 特高 の 電路 、 機器 等 に 規定 さ れ た 電 た と

時間 を 印加 し て 異常 の 有無 を 確認 する 。

②試験 の 前後 に は 、 必ず絶縁抵抗 を 測定 し 、

測定値 に 変化 が ない こと を 確認 する 。

c 水車 の キャビテーション

① 水車 内部 の 負圧 により 流水 中 に発生 する 微細 な

気泡 が 水圧 で つぶれる とき 局部 的 に 衝撃波 が発生 する
。

②発生 する と 、 水車 の 効率 ・ 発電機 出力 な 低下
流量 の 汝 少 が起こる 。



i 電線 の 許容 電流

① 電線 の 温度 上昇 で 絶縁体 が熱 劣化 し 、 諸 性能 が 劣化
する 。

その 限界 と なる 温度 を 最高許容 温度 と いい 。

その 時 の 電流 を いう
。

西

②使用 さ れる 絶縁 物 ・ 被 復 及び その 構造 に よる ほか

周囲 の 温度 、
配線 の 施工 方法 など に よい て 異なる .

. ガス 絶縁開閉 装置

① 従来 の 気 中 絶縁開閉装置 に 比べ 、 据付 スペース

を 縮小 できる 、

①保守 点検が容易 で省力 化 できる 。

・ LAN の ルータ

① コンピュータネットワーク の 中継転送機器 の 1つ で

複数 の 異なる ネットワーク 間 の 接続 中継 に 用い られる
。

③ インターネット など TCP / IP ネットワークにおける主要 な 中継機器 と し て 用い られる
。

・ 過 電流継電器 の 動作 試験

① 過 電流継電器 の 各種特性が製造者 の 品質 管理 値 を
満足 し て いる か を 確認 する ため に 行う 試験

②動作試験 に は 、 動作試験 および動作 時間試験 が ある



. 等 電位ボンディング

の 落雷 時 に発生 する 雷 サージ の 侵入 に対し 異常 電圧や
ノイズ に 弱い 情報 ・ 制御機器 の 保護 や 人体 へ の

感電 の 危険 を 防止 する 。

② 従来 の 個別 接地 方式 と 比べ 、 異常 電圧抑制 効果 が 大きい。

「 太陽光発電 の 系統連京

に 太陽光発電 システム を 、 電気 事業 者 の 電力 系統 に

接続 し て 電気 の やり取り を 行う こと 。

2 異常 時 に 太陽光発電電源 を 自動的 に切 離す ため の

装置 を 施設 する 。

・ 交通信号 の感応制御

① 交差点 の 車両 流入部 に 設け た 車両 感知器 により
そこ を 通過する 車両 の 交通量 を 感知 し 、 その 方向 の

青信号 時間 を 伸縮 さ せる制御 方式 -

2 従 道路側 に のみ 感知 器 を 設置 し 制御 する 半 感応 式 と
、

主 道路 、 従道路方式 に設置 し 制御する 全 感応 式 がある

。 直流送電

に 交流直流変換装置 から 発生 する 高調波 障害
の 対策 が必要 で ある 。

2 交流 方式 が 変圧器 を 用い て 容易 に 電圧 変換 が できる の

に対して 、
直流方式 は容易 で ない 。



・ 光電 式分離型感知器

① 自動 火災 報知設備 に 用い られる煙感知器 の 一種 で
、

逆光 部 と 受光部 に 分離 し て 設置 さ れる 火災 感知器

2 周囲 の 空気 が 一定 の 濃度 以上 の 煙 を 含む 数値 に

到っ た 時 に 、 受信 機 に 火災 信号 を 発信 する 。

- 10 0 BASE - TX

①アメリカ 電気電子 学会 によって 標準化 さ れ た

LAN規格 の 1つ で ある .

2 通信速度 は 100Mbps 、 最大伝送距離 は 100 m で ある 。

「 /0 0 BASE - T

①アメリカ 電気 電子学会 によって 標準化さ れ た

LAN規格 の 1つ で ある 。

①通信速度は 1000Mbps 、 最大伝送距離 は100 m で ある
。

「 耐火電線

、 消防 法 、 建築 基準 法 に規定 する 基準 を 満足 する
耐火 性能 を 持っ た 電線 の こと で ある 。

2 導体 と 被覆する 絶縁体 と の 間 に
、
ガラス マイカ テープ

を 耐火 層 と し て 施し た 構造 である



門「題 5
t 下 請負人 に対する 元請 人 の 義務

①建設 工事 を 施工 する ため に 必要 な 工程 の 細目 、

作業 方法 を 定めよ う と する とき は
、 あらかじめ

下 請負人 の 意見 を 聞く 。

② 下 請負人 の 請け負っ た 建設 工事 の 完成 を 確認 後
下請 人 が 申し出 た とき は

、 直 ら に 、
当該 建設 工事 の

目的 物 の 引渡し を 受ける 。

- 施工 体制 台帳 に 記載 す べき 事項

の 下 請負人 の 商号 又は 名称
2 下 請負人 に 係る 建設 工事 の 内容 及び 工期

.

n 電気 事業 法 における
、

主任 技術者 免状 の 種類

の 第 1 種 電気 主任 技術者
に 事業 用 電気 工作 物 の 工事 、 維持 及び 運用

② 第 2 種 ~
i. 電圧 1 7 0 . 0 0 0 0 未満 の 事業 用 電気 工作 物 の 工事
維持 及び 運用

_

③ 第 3 種
-.-

、 電圧 50 . 0 0 0 0 ( 出力 5
.
00 0 kW以上 の発電 所 を 除く)

の 工事 、 維持及び運用 、



- 監理技術者が 行わ なけれ ばなら ない 職務

① 施工 計画 の 作成 、 工程管理 品質 管理
そっ 他 の 技術 上 の 管理

② 施工 に 従事 する 者 の 技術 上 の 指導 監督
。

e 建設 工事 が 完成 し た 旨 の 通知 を 受け た とき は 、

20 日 以内 で 、 かつ 、 短い 期間 に 検査 を 完 る の 必要な
.

・ 主務 大臣 は
、 事業 用 電気 工作 物 の 工事 、 維持 及び

運用 する 保安 を 確保 する ため 保安規程 を 変更 する

べき こと を 命ずる こと が できる 。

・ 建設 業者 が掲げなけれ ばなら ない 標識
、

① 一般 建設 業 又は 特定 建設 業 の 種 別
② 許可 年月日 、 許可 番号 及び許可 を 受け た 建設 業
③ 商号 又は 名称
④代表 者 の 氏名
⑤ 主任 技術者 又は 監理 技術者 の 氏名 、

-

「

建設 業法
、
上 の 軽微な 建設 工事

の 建築 一 式 工事 - 1. 5 0 0 万 円 に 満た ない 工事

2 延べ 面積 1 50 m2 に 未満 の 木造住宅 工事
. . .

50 0 万 円 に

建築 一式 工事 以外 の 建設 工事 満た ない 工事



- 施工 管理台帳 を作成 する 条件 ( 特定建設 業者 )

発注者 から 直接請け負っ た 建設 工事 を 4.
000万 円以上の

下請契約 を締結 し て 施工 しよ う と する 場合 に 必要な
許可 。


